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︻
訂
正
と
お
詫
び
︼

　
前
号
三
ペ
ー
ジ
の
記
事
中
、

公
明
党
総
括
質
疑
の
二
つ
目

の
問
に
つ
き
ま
し
て
、﹁
自
己

負
担
は
﹂
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、

﹁
公
的
負
担
は
﹂
と
訂
正
し
、

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

を
見
て
対
応
し
ま
す
。

上
野
台
小
の
通
路
と
　
　

校
庭
整
備
を

問
　
　

岩
崎
　

　
上
野
台
小
の
通
路

整
備
と
、
大
雨
の
時
に
校
庭
の
水

は
け
が
悪
い
の
で
、
急
い
で
対
策

を
。

答
　
通
路
整
備
は
当
面
、
陥
没
の

修
繕
を
行
な
い
ま
す
。
校
庭
の
対

策
は
、
側
溝
、
導
水
管
、
枡
の
清

掃
で
対
応
し
ま
す
。

亀
久
保
小
・
大
井
東
中
の

教
室
確
保

問
　
　

新
井
　

　
亀
久
保
小
の
児
童

が
増
え
て
、
教
室
不
足
が
深
刻
。
今

後
、
こ
の
地
域
で
は
住
宅
建
設
が

進
み
、
人
口
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
大
井
東
中
の
教
室
は
十
分
か
。

答
　
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
両

校
の
必
要
教
室
数
は
、
減
少
す
る

見
込
み
で
大
丈
夫
で
す
。
今
後
は
、

毎
年
の
人
口
の
動
向
を
見
て
判
断

し
て
進
め
ま
す
。

放
し
て
い
る
。
公
民
館
や
図
書
館

な
ど
、
公
共
施
設
に
授
乳
室
や
親

子
ト
イ
レ
を
設
置
す
る
こ
と
は
、

子
育
て
支
援
策
と
し
て
必
要
。

答
　
ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア
の
設
置
は
検

討
し
ま
す
。
授
乳
室
は
職
員
の
控

え
室
が
利
用
で
き
る
こ
と
を
表
示

し
、
工
夫
し
ま
す
。

パ
パ
マ
マ
応
援
シ
奣
兊
プ

の
啓
発
を

問
　
　

伊
藤
　

　
パ
パ
マ
マ
応
援

シ
ョ
ッ
プ
の
啓
発
と
、
協
賛
店
舗

の
推
進
を
。

答
　
優
待
カ
ー
ド
は
、
子
ど
も
一

人
に
一
枚
配
布
し
ま
す
。
協
賛
店

舗
の
拡
大
に
努
め
、
定
期
的
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を

義
務
教
育
終
了
ま
で
に

問
　
　

　

　
乳
幼
児
医
療
費
無

料
化
を
、
義
務
教
育
終
了
ま
で
に

で
き
な
い
か
。

答
　
対
象
者
数
を
増
や
す
こ
と
に

伴
い
、
財
政
負
担
も
増
加
し
ま
す
。

県
の
補
助
は
、
小
学
校
就
学
前
ま

で
で
あ
り
、
仮
に
拡
大
し
た
場
合
、

こ
の
分
は
す
べ
て
市
が
単
独
支
出

す
る
こ
と
に
な
り
、
現
状
の
本
市

の
財
政
状
況
で
は
厳
し
い
で
す
。

公
共
施
設
に
授
乳
室
や
　

親
子
ト
イ
レ
の
設
置
を

問
　
　

前
原
　

　
育
児
中
の
親
が
安

今
後
も
引
き
続
き
、
課
題
と
考
え

て
い
ま
す
。

小
学
生
の
入
院
無
料
は
　

可
能
か

問
　
　

足
立
　

　
国
、
県
の
制
度
変

更
で
、
市
費
負
担
は
軽
減
さ
れ
た
。

小
学
校
卒
業
ま
で
医
療
費
無
料
に

で
き
る
は
ず
。

答
　
市
費
負
担
は
四
、
七
〇
〇
万

円
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生

医
療
費
を
入
院
の
み
無
料
に
す
る

に
は
、
あ
と
約
一
六
五
万
円
必
要

で
す
。
通
院
を
含
め
た
市
負
担
は

約
一
億
一
、
八
〇
〇
万
円
で
す
。

民
間
保
育
所
へ
の
　
　
　

補
助
金
増
額
を

問
　
　

鈴
木
　

　
合
併
後
の
す
り
合

わ
せ
で
運
営
費
補
助
金
が
減
額
し

て
い
る
。
三
か
年
実
施
計
画
で
は

こ
れ
を
固
定
化
し
て
い
る
が
、
増

額
す
べ
き
で
は
。

答
　
民
間
保
育
所
で
は
、
厳
し
い

運
営
状
況
に
あ
る
こ
と
は
理
解
で

き
ま
す
が
、
現
段
階
で
は
補
助
金

な
ど
を
増
額
す
る
考
え
は
あ
り
ま

せ
ん
。

妊
産
婦
の
県
外
里
帰
り
健

診
の
利
用
は

問
　
　

伊
藤
　

　
妊
産
婦
無
料
健
診

他の自治体の授乳室

が
五
回
に
拡
充
さ
れ
る
が
、
県
外

で
里
帰
り
健
診
を
行
な
う
場
合
の

利
用
に
つ
い
て
は
。

答
　
現
在
、
県
内
七
三
〇
件
の
医

療
機
関
で
、
無
料
受
診
が
で
き
ま

す
。
未
契
約
医
療
機
関
を
利
用
す

る
場
合
は
、
市
へ
連
絡
を
い
た
だ

い
た
後
、
速
や
か
に
契
約
で
き
る

よ
う
に
対
応
し
ま
す
。
契
約
後
は
、

無
料
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
受

診
票
配
布
時
に
、
受
診
予
定
の
医

療
機
関
を
お
聞
き
し
、
無
料
健
診

が
可
能
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

父
子
家
庭
に
　
　
　
　
　

児
童
扶
養
手
当
を

問
　
　

田
村
　

　
父
子
家
庭
に
も
扶

養
手
当
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　
児
童
扶
養
手
当
制
度
の
父
子

家
庭
へ
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
埼

玉
県
西
部
第
一
広
域
推
進
協
議
会

を
通
し
て
、
県
へ
要
望
し
て
い
ま

す
。

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
に
、
板

橋
区
で
は
保
育
園
や
児
童
館
を

﹁
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
﹂
と
し
て
、
授
乳

や
お
む
つ
交
換
で
き
る
よ
う
に
開

子
　
　
育
　
　
て
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ジ
炻
ネ
リ
兊
ク
医
薬
品
の

使
用
拡
大
を

問
　
　

小
峰
　

　
患
者
本
人
の
負
担

軽
減
や
国
保
財
政
の
安
定
化
の
た

め
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品︵
後

発
医
薬
品
︶
の
使
用
拡
大
が
必
要

で
は
な
い
か
。

答
　
後
発
医
薬
品
の
有
効
成
分
に

つ
い
て
は
新
薬
と
同
様
で
、
価
格

は
安
く
利
用
者
の
医
療
費
負
担
の

軽
減
な
ど
、
医
療
費
抑
制
に
も
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
国
の

動
向
を
勘
案
し
、
医
師
会
、
医
療
機

関
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
対

し
て
の
対
応
等
を
提
起
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
内
の
救
急
指
定
病
院
は

問
　
　

松
尾
　

　
市
内
の
災
害
時
に

お
け
る
救
急
指
定
病
院
は
。

答
　
上
福
岡
総
合
病
院
と
上
福
岡

双
愛
病
院
の
二
医
療
法
人
で
す
。

地
域
医
療
ネ
兊
ト
ワ
ῴ
ク

づ
く
り
を

問
　
　

　

　
小
児
科
医
、
産
科

医
不
足
に
対
処
し
、
市
民
の
健
康
、

安
全
・
安
心
の
た
め
地
域
の
開
業

医
に
呼
び
か
け
、
地
域
医
療
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
で
き
な
い
か
。

答
　
東
入
間
医
師
会
と
の
連
携
の

も
と
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
共
施
設
の
点
字
表
示
を

問
　
　

山
口
　

　
視
覚
障
が
い
者
団

体
の
方
と
公
共
施
設
を
調
査
。
入

り
口
へ
の
音
誘
導
、
各
部
署
ま
で

の
誘
導
、
階
段
・
ト
イ
レ
・
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
感
知
で
き
る
よ
う
な

敷
設
が
、
市
役
所
、
上
福
岡
公
民

館
、
西
公
民
館
に
は
な
い
。
改
善

す
る
よ
う
に
求
め
る
。

答
　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
敷
設
の
仕

方
な
ど
で
改
善
す
べ
き
箇
所
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
改
善
に
努

め
ま
す
。

介
護
は
実
情
に
合
ℕ
た
　

対
応
を

問
　
　

岩
崎
　

　
要
介
護
認
定
が
軽

度
の
人
は
、
家
事
援
助
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
今
、
老
老

介
護
︵
お
年
寄
り
に
よ
る
老
人
介

護
︶
が
増
え
て
い
る
の
で
、
実
情

に
合
っ
た
認
定
が
必
要
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
施
設
を
利
用
し
て
い

る
場
合
の
食
事
代
や
ホ
テ
ル
コ
ス

ト
代
は
、
市
が
補
助
す
べ
き
で
は
。

答
　
実
情
に
合
っ
た
家
事
援
助
を

し
て
い
ま
す
。
市
独
自
の
利
用
料

の
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

介
護
施
設
労
働
者
の
　
　

実
態
把
握
と
支
援
策
は

問
　
　

前
原
　

　
特
養
ホ
ー
ム
や
老

健
施
設
な
ど
の
、
介
護
施
設
労
働

者
の
実
態
把
握
と
支
援
策
は
。

答
　
実
態
把
握
は
限
度
が
あ
り
ま

す
。
支
援
策
は
国
の
動
向
を
見
ま

す
。後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に

市
独
自
の
軽
減
策
を

問
　
　

足
立
　

　
保
険
料
が
払
え
な

け
れ
ば
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
、
医

療
内
容
も
制
限
さ
れ
る
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
。
年
金
所
得
が
な
い

場
合
で
も
、
保
険
料
は
一
ヵ
月
一
、

〇
六
〇
円
。
収
入
の
な
い
高
齢
者

を
救
う
方
法
と
し
て
、
市
独
自
の

軽
減
策
を
持
つ
べ
き
。

答
　
制
度
実
施
後
の
様
子
を
見
ま

す
。低

所
得
者
へ
の
　
　
　
　

負
担
軽
減
は
多
段
階
に

問
　
　

鈴
木
　

　
平
成
二
十
一
年
度

か
ら
の
第
四
期
介
護
保
険
事
業
計

画
に
向
け
、
介
護
保
険
料
の
低
所

得
者
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
視
点

か
ら
、
高
額
所
得
層
の
保
険
料
を

多
段
階
方
式
で
検
討
す
べ
き
。

答
　
定
額
式
の
保
険
料
は
、
段
階

区
分
が
少
な
い
と
低
所
得
者
に

と
っ
て
負
担
が
重
く
な
り
や
す
い

の
で
、
段
階
を
増
や
す
方
向
で
審

議
会
に
諮
問
し
て
い
き
た
い
。

障
が
い
者
の
就
労
支
援
と

課
題
は

問
　
　

小
川
　

　
障
が
い
者
の
就
労

支
援
は
、
地
域
の
福
祉
施
設
、
団

体
と
連
携
し
て
行
な
う
べ
き
で
あ

る
。
障
害
者
基
本
計
画
で
も
、
順

次
、
就
労
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る

が
、
今
後
の
課
題
は
。

　
就
労
支
援
事
業
の
充
実
の
た
め

に
は
、
受
け
皿
が
必
要
で
あ
る
。
三

障
が
い
の
う
ち
、
精
神
障
が
い
者

の
施
設
が
、
当
市
で
は
遅
れ
て
い

る
。
対
策
は
。

答
　
就
労
支
援
事
業
へ
移
行
す
る

地
域
団
体
と
連
携
を
取
り
つ
つ
、

進
め
て
い
き
た
い
。
精
神
障
が
い

者
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
広
域
で

医
療
機
関
の
協
力
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

教
　
　
　
　
育

学
校
の
外
壁
落
下
へ
の
　

緊
急
対
策
を

問
　
　

岩
崎
　

　
学
校
校
舎
の
耐
震

補
強
工
事
は
、
あ
と
五
年
か
か
る
。

雨
漏
り
や
外
壁
の
改
修
を
耐
震
補

強
工
事
と
あ
わ
せ
て
や
れ
な
い
か
。

元
福
小
は
、
外
壁
の
一
部
が
落
下

し
て
危
険
な
の
で
、
緊
急
の
対
策

を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
財
政
が
厳
し
い
の
で
、
実
情

福
　
　
　
　
祉

元福小の外壁落下防護ネット


